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療養所でも地域でも
回復者が安心して暮らせるように

　2009年4月、ハンセン病問題の解決の促進に
関する法律（通称：ハンセン病問題基本法）が施行
された。同月、宮良正吉さんは関西のハンセン病の
回復者でつくる「いちょうの会」の会長になった。
　国賠訴訟は原告が全面勝訴し、国は90年にも及
んだハンセン病政策の過ちを認め、謝罪した。回復
者の社会復帰も進められたが、徹底的な隔離政策
によって根付いた差別と偏見は今も根強く、社会復
帰をあきらめた人は少なくない。一方で、療養所を
出た人は、回復者であることを知られるのを怖れる
あまり孤立する人たちがいる。「偏見の壁を取り払
うには、療養所を“社会化”して誰でも利用できるよ
うにすることと、回復者が安心して社会復帰できる
ことの両方が必要だ」と、基本法成立に向けて運動
が広がった。宮良さんも街頭で署名を集めた。

患者だったことを忘れようとしながら
生きてきた

今でこそ顔も名前も出して活動している宮良さ
んだが、国賠訴訟の最中には「寝た子を起こしてく
れるなよと思いながらテレビを見ていた」と話す。
石垣島で、9人きょうだいの末っ子として生まれ
た。小学5年生で発病し、療養所へ強制隔離された。
家を出る前の夜、母は宮良さんを抱いて泣いた。
「何も知らなかったから、母に抱かれたことがうれし
くてね」。療養所で初めて現実に直面する。手足を
失った人たちに衝撃を受けたが、「真面目に治療す
れば治る」という医師の言葉に望みをつないだ。
19歳の春、岡山の療養所内の高校を卒業すると
同時に、大阪の印刷会社に就職。一緒に大阪に出た
仲間たちとはいつしか連絡をとらなくなった。25
歳で結婚し、2人の子どもに恵まれた。「ハンセン病

患者だったことを忘れようとしながら生きてきた」
宮良さんの意識が変わったのは国賠訴訟での勝訴
を目の当たりにしてからだ。
　「隔離がハンセン病患者の家族や暮らし、地域と
いった生活基盤を奪った。隔離がもっと早くなく
なっていたら、多くの人が生活基盤を失わずにす
んだのにと思います。医者の責任だけでなく、隔離
政策を継続してきた国家の罪を問うたということ
にものすごい衝撃を受けました。給付金も助かっ
た。」

家族の理解に支えられながら課題に取り組む

今度は自分にできることがあれば、何かお手伝い
したいと、会合や集会に参加するように。妻には結
婚前にハンセン病のことを話していたが、子どもた
ちには話さずにいた。活動をきっかけに思い切って
話すと、拍子抜けするほど冷静に受け止めてくれた。
「もし家族に反対されていたら、ここまでやっていな
い。家族の理解は本当に大きいです」とかみしめる
ように話す。
高齢化が進み、毎年100人ほどの回復者が亡く
なる。療養所にとどまった人も社会復帰した人も、
医療や介護の問題は切実だ。給付金を頼りに生活
する人が多いため、回復者本人が亡くなった後の生
活の見通しが立たないという家族も多い。「回復者
でなくても、一緒に苦労してきた妻なり夫なりにも
何らかの手当が必要なんです」。関西に住む回復者
を中心にていねいな聴き取りをし、具体的な施策へ
とつなげていきたいと考えている。
課題は多いが、宮良さんの表情は明るい。今年
の夏、療養所の夏祭りに初めて妻を誘って一緒に
参加した。「こういうことが普通になってほしい。そ
のために私なりにがんばります」と、笑顔でしめく
くった。

隠し続けた過去と決別し、
ハンセン病回復者の
仲間を支える
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韓国の伝統打楽器グループ
「ポムソリ」

和泉ウィルチェアー
ダンスクラブ

朝鮮半島の代表的な太鼓「チャング」の音を聴くと、お
腹の奥底から静かに激しく不思議なエネルギーが湧いて
きます。楽しさや歓喜溢れる躍動感の中に、悲哀や独特の
ねばっこさやドロくささが混在した静と動の響きを感じる
ことでしょう。チャングは左右の音の高低で「天と地」、胴
が「人」の姿を象り、チャングひとつで天地人という森羅万
象の世界を表現しているそうです。そこには、人々が自然
と共存してきた東洋的な思想が息づいています。
朝鮮半島と日本は・・・古くから深いつながりがありなが

らも悲しい争いの道を辿り、歴史に翻弄され、在日の方々
への差別は今も根深く潜んでいます。そんな背景に目を
背けず、差別や非難ではなく、素晴らしさを認め伝え広め
合おう！・・・そんな思いから「ポムソリ（春の声）」は誕生しま
した。だから、誰もが参加できる地域の開かれた場、大阪
狭山市立公民館でのチャング講座が出発点で、今もずっ
とここで練習しています。
講座の修了生で1999年（平成11年）2月ポムソリを
結成し、南河内地域を中心に演奏やワークで韓国の伝統
打楽器の素晴らしさを伝えています。人々の心に偏見や
垣根がなくなることを願い、学校での人権教育や国際理
解教育に積極的に協力。活動して１０年、富田林市の中学
４校で計５０数台のチャングが備わり、チャング体験を通し
てお隣の国について学ぶ場が広がっています。
このような活動が認められ、2007年度（平成19年度）

「大阪府草の根人権活動功労賞」を受賞しました。そして
今年は、府の推薦により三井住友海上文化財団の助成事
業に入選。１２月初旬に、富田林市と遺跡上で歴史的なつ
ながりの深い韓国益山市から重要無形文化財「イリ農楽
団」を招き、子どもたちとの交流を企画しています。１２月
の人権週間には、ぜひ沢山の方々に本場韓国の伝統文化
の素晴らしさにふれてもらいたいと頑張っています。　　
これからもポムソリは共生への未来を夢見て「平和と
希望と喜びの音」を叩きながら練り歩いていきたいと
思っています！

連 絡 先：とんだばやし国際交流協会内まで
ＴＥＬ・ＦＡＸ：０７２１－２４－２６２２　

和泉ウィルチェアーダンスクラブは、和泉市ゆう・ゆ
うプラザで開催された「車いすダンス講習会」から生
まれたクラブです。練習する中から、お互いを思いや
る心や残在機能を動かす心のリハビリとしても効果が
あり、リズムやメロディーを感じ個々の感性を表現す
ることで一人ひとりが自分らしく輝き、自己実現するエ
ンパワーの広がりは、障がいのある人とない人との交
流をはかり、幼稚園・学校でのワークショップ、福祉施
設での心のキャッチボールなど家庭や地域に心の風
を送っています。
「練習は嘘をつかない」は私たちの合言葉です。大
阪府障がい者芸術・文化フェスタに第1回から6回連
続で参加し、創作の喜びを共に実感して、小学生や施
設の方々と命の輝きを伝えています。
また、2003年（平成15年）「おおさかヒューマン
フェスタin いずみ」、2006年（平成18年）「大阪ふれ
あい大会2006」（クレオ大阪中央）、2008年（平成
20年）「和泉市民ステージ」などにも参加させていた
だいております。
もう一つの合言葉は「継続は力なり」です。2002
年（平成14年）から毎年7月に和泉市ゆう・ゆうプラザ
で開催される公民協働事業「車イスダンス＆心のバリ
アフリー」は、障がいのある人とない人が相互理解を
深め、幼稚園児、小・中学生など幅広い年齢の方々自ら
が創り上げるイベントとして定着しています。2009
年（平成21年）12月5日（土）に桃山学院大学で開催
される「車いすダンス＆心のバリアフリーin桃大」にも
出演させていただく予定です。
また、2007年（平成19年）には、「大阪府草の根人
権活動奨励賞」をいただき、活動の励みになっています。
和泉ウィルチェアーダンスクラブを個々の自立から
人々との豊かな関係づくり、社会との共生へと育てて
頂いた皆さまに感謝し、人権のまちづくりの根幹でも
ある思いやりの文化を生んでいきたいと願っています。

連絡先：和泉ウィルチェアーダンスクラブ
メール：tanenori_n@hotmail.com
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